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令和７年３月１日 

 

令和６年度 学校評価結果報告書 

                                                                      桶川市立加納中学校 

校長  矢澤  等 

 目指す学校像  「一人一人が輝き 夢と誇りのもてる 爽やかな学校」 

   （１）明るい元気な挨拶を交わす和やかな学校 

   （２）生き生きと学びがあふれる学校 

   （３）歌声が響き、声高らかに校歌を歌える学校 

学校運営協議会委員評価欄の記入については、［ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ］のいずれかに○をつけていただきました。

（『 Ａ:よくあてはまる Ｂ:ややあてはまる Ｃ:あまりあてはまらない Ｄ:まったくあてはまらない』）。 

 

領域 No 評価項目 評価指標 
自己評価 

学校運営協議会委員評価欄 
評価 評価の理由・改善策 

１ 

組
織
・
運
営
（
学
校
組
織
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。） 

１ 「情報共有」と共通

理解・共通行動 

【各種会議や委員

会、校務支援システ

ム等を活用して情報

を共有し、互いに協

力し合いながら共通

理解のもと職務に専

念している。】 

B 

【評価の理由】 

全体として、校務支援システム

（C4th）を活用し情報共有ができ

ている。 

【改善策】 

職員が C4thを確認することを

呼び掛けたり、習慣づけたりす

る。 

Ａ     ５０．０% 

Ｂ     ５０．０% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

２ 各分掌・特別委員会

活動の活性化 

【校務分掌の各主任

を中心に分掌内で課

題を共有し、前年度

の反省を生かした計

画を立てて実践して

いる。】 
B 

【評価の理由】 

全体として、各主任を中心に分掌

内で課題を共有し、計画・立案が

できている。 

【改善策】 

計画立案、実施、反省、振り返

りの PDCAサイクルを確立する。

（次年度の計画まで作成できる

とベスト） 

Ａ     ６２．５% 

Ｂ     ３７．５% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

２ 

学
習
指
導
（
確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
。） 

３ 一人一人のニーズに

応じた適切な教育の

推進 

【各生徒の到達度を

把握し、それに応じ

た手立て、方策を考

え、個別に対応する

よう工夫している。】 
B 

【評価の理由】 

ICTを効果的に活用し、全員が参

加できる授業を実施している。 

【改善策】 

教師が、目標が達成できない生

徒への手立てを設けた上で、授業

を進める。 

Ａ     １２．５% 

Ｂ     ８７．５% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

４ 学習規律が整い、安

心して学べる雰囲気

の醸成 

【学習の向上を目指

し、生徒の実態に基

づいて学習ルールを

定めて、授業改善に

努めている。】 
A 

【評価の理由】 

授業規律加中5ヶ条をもとに、共

通理解のもと、指導が行えてい

る。 

【改善策】 

教師が見本となり、今後も授業規

律加中5ヶ条の徹底を図る。 

Ａ     ７５  % 

Ｂ     ２５  % 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

５ 基礎・基本の確実な

習得ができる指導の

工夫 

【わかりやすい授業

を工夫し、基礎的・基

本的な知識・技能の

定着に努めている。】 A 

【評価の理由】 

教師が基礎基本の定着を意識し

て授業を展開している。 

【改善策】 

生徒の思考を邪魔しない（全体が

思考している場面で、教師が全体

への指示を出さない。） 

Ａ     ５０．０% 

Ｂ     ５０．０% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 
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６ 主体的に学び合う活

動の推進 

【各教科等の指導で

は、主体的に学び合

う活動を取り入れる

ように工夫してい

る。】 A 

【評価の理由】 

ICTを効果的に活用しながら、他

者参照できる場面を設けるなど、

工夫している。 

【改善策】 

より良い「学び合い」になるよう、

目的を伝えた上で、実践し、振り

返るようにする。 

Ａ     ６２．５% 

Ｂ     ３７．５% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

３ 

生
徒
指
導
・
教
育
相
談
（
生
徒
指
導
・
教
育
相
談
を
充
実
さ
せ
、
い
じ
め
・
不
登
校
の
防
止
に
努
め
る
。
） 

７ 自己指導能力（自己

存在感・共感的人間

関係・自己決定）を育

成する指導の推進 

【各種アンケート結

果を利用して生徒の

実態把握をし、面談

等を通して解決策を

考えるようにしてい

る。】 

A 

【評価の理由】 

各種アンケート実施後、その結果

を受けた対応ができている。 

【改善策】 

アンケートの継続実施と、アンケ

ート後の対応について、共通理解

を図る。 

Ａ     ６２．５% 

Ｂ     ３７．５% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

８ いじめ・不登校解消

及び未然防止に係る

適切かつ迅速な対応 

【職員相互の情報・

意見交換の時間及び

場を確保し、観察・声

掛けを日々して、相

談しやすい場の設定

など積極的な教育相

談を行い、いじめ報

告３０％減を目指

す。】 

A 

【評価の理由】 

生徒指導、教育相談の情報共有が

図られ、共通理解行動に努めてい

る。 

【改善策】 

資料作成の徹底と、生活ノート

の活用を図る。 

Ａ     ８７．５% 

Ｂ     １２．５% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

９ 生徒指導委員会を中

心とした組織的・積

極的な取組の充実 

【職員相互の情報・

意見交換の時間及び

場を確保し、それを

もとに生徒一人一人

についてきめ細かな

対応を行い、保護者

との連携も行ってい

る。】 

A 

【評価の理由】 

生徒指導案件が発生した場合、生

徒指導主任を中心に丁寧に対応

している。 

【改善策】 

生徒とのコミュニケーション

をより大切にしていく。 

Ａ     ８７．５% 

Ｂ     １２．５% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

10 教育相談部会を中心

とした組織的・積極

的な取組の充実 

【生徒の個性や状況

を早期に把握し、適

切な相談活動（「3日

欠席→家庭訪問」「保

護者との連携」）など

の対応を行ってい

る。】 

B 

【評価の理由】 

担任を中心に保護者と生徒の気

持ちを大切にした対応に努めて

いる。 

【改善策】 

情報の共有と引継ぎを大切にし

て、よりよい対応に努める。 

Ａ     ５０．０% 

Ｂ     ５０．０% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

４ 
 

健
康
教
育
（
体
力
の
向
上
と
健
康
・
安
全
教
育
を
推
進

す
る
。） 

11 疾病予防の推進 【疾病予防と早期発

見・早期治療を呼び

かけている。】 

A 

【評価の理由】 

養護教諭を中心として、保健だよ

り、委員会、日々の観察等で生徒

の実態を把握し、必要に応じて取

組を考えている。 

【改善策】 

疾病予防の呼びかけをさらに

推進し、保健委員会での取組をさ

らに見える化する。 

Ａ   １００．０% 

Ｂ       ．０% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

12 活動時における安全

指導と安全管理の充

実 

【施設設備の安全点

検を実施するなどし

て、事故を未然に防

ごうとしている。】 A 

【評価の理由】 

安全点検を中心に、施設設備の安

全管理への意識を徹底できてい

る。 

【改善策】 

視点を変えた安全点検の計画的

な実施を行う。 

Ａ     ５０．０% 

Ｂ     ５０．０% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 
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13 健康や交通安全の意

識を高める指導の充

実 

【登下校や普段の交

通安全の意識を高め

たりしている。】 

B 

【評価の理由】 

定期的な呼びかけをしているが、

事故が起きている現状があるの

で、未然防止の取組をさらに進め

る必要がある。 

【改善策】 

教師による下校指導を充実さ

せる。 

Ａ     ２５  % 

Ｂ     ７５  % 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

５ 

学
習
環
境
（
よ
り
よ
い
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。） 

14 ユニバーサルデザイ

ンの視点に基づく機

能的・美的な掲示の

充実 

【機能的、美的な掲

示教育を進め、校内

に活気と潤いを持た

せ、特に教室前面の

掲示物の位置を統一

し、ユニバーサルデ

ザインの視点で教室

掲示を行っている。】 

B 

【評価の理由】 

教室等への掲示物への配慮につ

いて、全校で実施している。 

【改善策】 

掲示教育担当から、掲示計画を

提案し、よりよい掲示環境に努め

る。 

Ａ     ６２．５% 

Ｂ     ３７．５% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

15 生徒が進んで学校美

化に努める活動の推

進 

【清掃を全校生徒・

全職員で一斉に行

い、協働して学校美

化を推進している。】 

B 

【評価の理由】 

概ね清掃ができているが、場所に

よっては、清掃の行き届かないと

ころもある。 

【改善策】 

年度当初に、清掃について、共

有する時間を設け、共通理解のも

と更なる清掃指導の充実に努め

る。 

Ａ     ２５  % 

Ｂ     ７５  % 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

６ 

教
職
員
の
資
質
向
上
（
教
職
員
一
人
一
人
の
資
質
や
指
導

力
を
高
め
る
。） 

16 計画的・組織的な職

員研修の充実 

【教職員が主体性を

持って参加できる研

修を設定し、計画的、

組織的に指導力の向

上に努めている。】 

A 

【評価の理由】 

研修主任を中心に、推進委員会、

研修を計画的に実施し、組織的に

指導力の向上に努めている。 

【改善策】 

今後も外部からの指導者を招い

た研修を実施し、資質や指導力の

向上に努める。 

Ａ     ５０  % 

Ｂ     ５０  % 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

17 職員相互の尊敬・信

頼にもとづく積極的

なコミュニケーショ

ン・アドバイスの実

践 

【職員相互の尊敬・

信頼・協力により、生

き甲斐と張りのある

明るい職場をつくっ

ている。】 

B 

【評価の理由】 

コミュニケーションを図ってい

るが、時間的なゆとりが厳しい現

状もある。 

【改善策】 

お互いに尊敬や感謝の気持ちを

忘れないようにする。 

Ａ     ６２．５% 

Ｂ     ３７．５% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

７ 

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
（
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
す
る
。） 

18 小中一貫教育を念頭

においた校種間（小・

中・高）連携教育の強

化・推進 

【授業見学や出前授

業、小中連絡会、小中

研修会、各種学校行

事への児童生徒の参

加等、積極的に小学

校との連携を図って

いる。】 

B 

【評価の理由】 

市教研への参加やあいさつ運動

で小中連携が実施されている。 

【改善策】 

市教研の授業見学に、担当教師

以外が参加できるようにし、小学

校の授業を見る機会を設ける。 

Ａ     ５０  % 

Ｂ     ５０  % 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

19 積極的な情報発信と

保護者・地域と連携

した活動の充実 

【各種たよりや HP、

情報メール等で教育

活動の様子を発信し

たり、積極的に学校

を公開し、教職員が

保護者や外部の人材

と積極的に連携をと

ろうとしたりしてい

る。】 

A 

【評価の理由】 

情報メールでの学校だより等の

配信や学校 HPのこまめな更新な

どよくできていた。 

【改善策】 

必要に応じた学年、学級だより、

部活動予定表などの情報メール

と印刷物の両方での効果的な配

信。 

Ａ    ８７．５% 

Ｂ     １２．５% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 
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８ 

心
の
教
育
（
全
教
育
活
動
を
通
し
て
、
心
豊
か
な
生
徒
を
育
て
る
。） 

20 自主的・実践的態度

を育む学級活動・生

徒会活動の充実 

【望ましい集団生活

の中で、一人一人が

自主性や創造性を伸

ばそうとする態度を

育成している。】 

B 

【評価の理由】 

生徒総会、学級討議など、生徒が

主体となり考える場面を設け、取

組を実践している。 

【改善策】 

教師側の計画的な運営のため、担

当業務を分担する。 

Ａ     ７５  % 

Ｂ     ２５  % 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

21 道徳の時間を要と

し、道徳的実践力を

育む指導の充実 

【全職員が内容項目

を理解し、道徳的価

値を念頭に置いた指

導をし、生徒の変容

を見取り、評価して

いる。】 

A 

【評価の理由】 

担任、副担任で授業を行うこと

で、生徒を多面的に見ることがで

き、指導の充実につながる。 

【改善策】 

生徒の変容をみとるために、道徳

ファイルの充実に努める。 

Ａ     ６２．５% 

Ｂ     ３７．５% 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

22 豊かな心と感性の育

成を目指した体験活

動の充実 

【積極的に地域の人

材を活用するなどし

て体験活動の充実を

図っている。】 
A 

【評価の理由】 

職場体験、生活体験講座、ふれあ

い講演会で充実した体験活動を

行っている。 

【改善策】 

体験活動の更なる充実を図るた

め、令和７年度は文化祭とは別日

で開催する。 

Ａ    ７５  % 

Ｂ    ２５  % 

Ｃ        ０% 

Ｄ        ０% 

無回答    ０% 

 

 

  


